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倍
政
権
の「
成
長
戦
略
」「
骨
太
の
方
針
」

「
規
制
改
革
実
施
計
画
」が
出
そ
ろ
っ

た（
6
月
14
日
）。医
療
分
野
の
舵
取
り
は
ど
う

な
る
の
か
。金
融
緩
和
、財
政
出
動
に
次
ぐ
三
本

目
の
矢
の
狙
い
を
読
ん
で
み
よ
う
。

健
康
長
寿
産
業
の
育
て
方

　
ま
ず「
戦
略
市
場
創
造
」プ
ラ
ン
で「
健
康
長

寿
産
業
を
創
り
、育
て
る
」た
め
の
主
要
施
策
が

列
挙
さ
れ
た
。

　
△
全
健
保
組
合
に
よ
る
レ
セ
プ
ト
等
の
デ
ー

タ
分
析
に
基
づ
く
健
康
増
進
の「
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
計
画
」の
取
り
組
み
。

　
△
一
般
用
医
薬
品
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

を
認
め
る
。

　
△
最
先
端
医
療
迅
速
評
価
制
度（
先
進
医
療

ハ
イ
ウ
ェ
イ
構
想
）を
推
進
し
、先
進
医
療
の
対

象
範
囲
を
拡
大
。

　
△
医
療
分
野
の
研
究
開
発
の
司
令
塔
機
能（
日

本
版
N
I
H
）の
創
設
等
。

　
こ
れ
に
加
え「
日
本
産
業
再
興
プ
ラ
ン
」で
は

△
大
都
市
部
に「
国
家
戦
略
特
区
」を
設
け
、外

国
人
医
師
の
診
療
の
解
禁
、「
国
際
展
開
戦
略
」

で
△
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
看
護
師
・
介
護
福
祉
士

候
補
の
受
け
入
れ
等
で
あ
る
。

　
米
国
の
国
立
衛
生
研
究
所（
N
I
H
）を
モ
デ

ル
に
医
療
技
術
の
研
究
開
発
に
乗
り
出
す
試
み

は
注
目
さ
れ
る
。た
だ
し
、米
国
側
は
年
間
3
兆

円
を
投
じ
、基
礎
研
究
と
技
術
開
発
の
両
輪
を

回
し
、周
辺
の
病
院
群
も
含
め
新
薬
等
の
治
験

で
年
間
1
万
人
規
模
の
実
績
を
誇
る
。

　
日
本
版
は
、ど
の
程
度
の
規
模
で
、ど
こ
を
拠

点
に
す
る
の
か
、具
体
像
は
ま
だ
見
え
な
い
。

「
保
険
外
併
用
療
養
費
」

の
常
態
化

　
も
う
ひ
と
つ
読
み
に
く
い
の
が「
先
進
医
療

の
大
幅
拡
大
」で
あ
る
。原
文
に
は
こ
う
書
か
れ

て
い
る
。

　「
保
険
診
療
と
保
険
外
の
安
全
な
先
進
医
療

を
幅
広
く
併
用
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
、新
た
な
外
部
機
関
等
に
よ
る
専
門
評
価

体
制
を
創
設
し
、評
価
の
迅
速
化
・
効
率
化
を
図

る『
最
先
端
医
療
迅
速
評
価
制
度（
仮
称
）』（
先

進
医
療
ハ
イ
ウ
ェ
イ
構
想
）を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、先
進
医
療
の
対
象
範
囲
を
大
幅
に
拡

大
す
る
。こ
の
た
め
本
年
秋
を
目
途
に
ま
ず
抗

が
ん
剤
か
ら
開
始
す
る
」

　
ま
た「
骨
太
の
方
針
」に
は「
農
業
、保
険
外
併

用
療
養
費
制
度
の
拡
大
等
に
つ
い
て
議
論
を
掘

り
下
げ
、思
い
切
っ
た
規
制
改
革
に
取
り
組
む
」

と
あ
る
。

安

成長戦略とTPPの
気になる関係

三 本 目 の 矢

社会保障

宮
武 

剛 

の

syakaihosho
genron
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環太平洋パートナーシップ協定

貿易や投資等の自由化を目指す多国間の経済連携協定
最大の特徴は10年以内にすべての関税撤廃を目指すこと

参加国	 米国、カナダ、メキシコ、ペルー、チリ、
	 オーストラリア、ニュージーランド、
	 ベトナム、シンガポール、ブルネイ、マレーシア
	 日本（7月下旬の閣僚会合から合流）

参加国の国内総生産（GDP）は26.5憶ドルで世界全体の4割弱

★多国間交渉だが、二国間協議や参加国同士の自由貿易協定
	 （FTA）経済連携協定（EPA）が複雑にからみあう。
★全品目の関税撤廃を目標にするが、参加国それぞれに重要
	 品目を抱え、利害は錯綜する。

　
い
ず
れ
も「
混
合
診
療
の
全
面
解
禁
」は
避
け

た
わ
け
だ
が
、保
険
外
併
用
療
養
費
制
度（
現
在

1
0
6
種
類
）と
い
う
混
合
診
療
の
拡
大
を
図

る
狙
い
だ
。

　
本
当
に
有
効
性
と
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
な

ら
、そ
の
新
薬
や
新
施
術
は
検
査
・
診
察
・
入
院

費
も
含
め
保
険
が
適
用
さ
れ
る
。し
か
し
、「
安

全
な
先
進
医
療
を
幅
広
く
併
用
し
て
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
」と
、保
険
外
併
用
療
養
費
制
度
に
と

ど
め
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。「
安
全
な
」と
あ

る
だ
け
で
、な
ぜ
か「
有
効
な
」と
は
書
か
れ
て

い
な
い
。

　
完
全
に
保
険
対
象
に
す
る
と
、医
療
保
険
制

度
の
支
出
は
膨
ら
む
が
、新
薬
や
新
施
術
に
は

公
定
価
格
が
定
め
ら
れ
、通
常
は
自
由
価
格
時

期
よ
り
切
り
下
げ
ら
れ
る
。

　
し
か
も
、医
療
行
為
は
連
続
性
と
一
体
性
で

成
り
立
つ
。あ
る
手
術
に
伴
う
術
前
・
術
後
の
検

査
・
診
察
や
副
作
用
を
抑
え
る
投
薬
な
ど
を
、ど

こ
で
保
険
対
象
、保
険
対
象
外
に
線
引
き
す
る

の
か
、現
実
に
は
至
難
の
業
に
な
る
。

　
そ
れ
に
比
べ
、保
険
外
併
用
療
養
費
制
度
の

対
象
に
と
ど
め
る
と
、医
療
保
険
財
政
は
保
険

対
象
の
検
査
・
診
察
・
入
院
費
等
だ
け
の
支
出

増
で
済
む
。内
外
の
製
薬
企
業
と
も
新
薬
を
自

由
価
格
で
売
れ
て
有
り
難
い
。保
険
会
社
も
高

い
自
己
負
担
に
備
え
よ
う
、と
商
品
を
売
り
込

め
る
。

　
し
か
し
、こ
の
種
の
併
用
制
度
が
拡
大

さ
れ
る
と
、高
額
な
保
険
外
負
担
に
耐
え

ら
れ
る
患
者
は
限
定
さ
れ
、次
第
に
保
険

全
体
の
対
象
も
狭
め
ら
れ
る
。

T
P
P
交
渉
と
の

両
面
作
戦
か

　
成
長
戦
略
を
読
み
進
む
と
、日
本
の
製

薬
企
業
や
保
険
会
社
の
市
場
拡
大
を
図

り
つ
つ
、T
P
P（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
）の
交
渉
に
備
え
る
両
面
作

戦
が
浮
か
ぶ（
表
参
照
）。

　
世
界
展
開
の
巨
大
製
薬
企
業
を
多
数
抱

え
る
米
国
は
対
日
交
渉
で
新
薬
の
価
格
引

上
げ
と
そ
の
特
許
の
延
長
を
一
貫
し
て

迫
っ
て
き
た
。T
P
P
交
渉
で
同
じ
要
求

が
出
た
場
合
、こ
の
混
合
診
療
の
拡
大
は

説
得
材
料
に
な
る
。

　
ま
た
、米
国
側
は
営
利
団
体
の
病
院
経
営
と

そ
の
利
益
確
保
の
た
め
に
混
合
診
療
の
解
禁

を
求
め
る
。「
国
家
戦
略
特
区
」構
想
は
、地
域

限
定
で
株
式
会
社
病
院
を
認
め
る
対
応
策
に

も
使
え
る
。

　
現
に
米
韓
F
T
A（
自
由
貿
易
協
定
）交
渉
を

め
ぐ
り
、韓
国
の
経
済
特
区
に
は
米
国
か
ら
自

費
診
療
の
病
院
が
進
出
し
て
い
る
。日
本
の
戦

略
特
区
も
同
じ
よ
う
な
歩
み
に
な
り
そ
う
だ
。

　
交
渉
前
か
ら
盟
主
の
意
向
に
沿
っ
た
準
備
と

み
る
の
は
深
読
み
だ
ろ
う
か
。

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
の
教
授
を
経
て
、

目
白
大
学
生
涯
福
祉
研
究
科
・
客
員
教
授
。Ｎ
Ｈ
Ｋ（
Ｅ
テ
レ
）「
福
祉
マ
ガ

ジ
ン
」編
集
長（
毎
月
、最
終
水
曜
日
午
後
８
時
放
映
）や
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
福
祉

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
」会
長
も
務
め
る
。


